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災害への備え

地震・台風・竜巻など
自然災害から家族を守る。

03

南海トラフ地震や首都直下型地震など、巨大地震の発生が予測される
近年、自然災害は地震ばかりではなく、大型台風や竜巻も頻発していま
す。ご家族や大切な財産を守るためには、住まいづくりにおける災害への
備えをさまざまな角度から行うことが求められているのです。



耐震性能の等級

住宅の壁倍率

建築基準法の

1.5倍
の耐震性

建築基準法の

1.25倍
の耐震性

極めてまれに
（数百年に一度程度）

発生する地震でも
倒壊しない程度の耐震性

耐震等級

32
耐震等級

1
耐震等級

建築基準法

消防署や警察署など
防災の拠点となる建物が
この基準に相当します。

より安心

壁倍率2.5倍 壁倍率4.3倍

釘ピッチ
150㎜
以下

外周部
釘ピッチ
75㎜
以下

間柱
その他
釘ピッチ
150㎜
以下
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住宅の耐震性能は、国土交通省が2000年に定めた住宅性能表示制度の中で、
耐震等級として示されており、建築基準法では、極めてまれに（ 数百年に一度程
度 ）発生する地震でも倒壊しない程度の耐震性を等級 1としています。しかし、専
門家の間では等級 1では不十分であるという意見もあります。スーパーウォールの
家では、大規模な地震への備えとして、最高等級となる耐震等級 3の設計を推奨。
消防署や警察署など、防災の拠点となる建物の基準に相当し、より安全性の高い
住まいが実現できます。

耐震等級 3の設計で
大規模な地震に備える。

スーパーウォールの家では、万が一、地震の揺れが原因で建てた住宅が
全壊した場合、建替え費用の一部を最髙 2,000万円まで負担する「耐震
補償」をご用意しています。「耐震補償」は、一般的によく知られている

「地震保険」とは異なり、品質保証の一環として実現したもので、耐震性
の高い住宅のさらなる安心をお約束します。

万が一に備える「耐震補償」をご用意しています。

住宅の耐震性能を高めるためには、耐力壁をバランスよく配置することが重要です。
高性能スーパーウォールパネルは、高耐力の構造用パーティクルボードと断熱材を
一体化し、壁倍率4.3倍を実現。壁倍率2.5倍のパネルと組み合わせることで、効
率よく耐力壁を配置できます。

効率よく耐震性を高める
壁倍率 4.3倍のパネルを実現。

耐震等級3の設計は、住宅会社にて行います。プランや建築条件によっては、耐震等
級3を実現できない場合もあります。詳しくは、担当の住宅会社にご相談ください。

耐震補償付きスーパーウォール工法住宅をご利用いただくには条件がございま
す。詳しくは、スーパーウォール取扱い加盟店にお問い合わせください。



災害レポート

日本で起きた、近年の主な地震災害
1995年 1月 17日 阪神・淡路大震災 M7.3
2000年 12月 6日 鳥取県西部地震 M7.3
2001年 3月 24日 芸予地震 M6.7
2003年 9月 26日 十勝沖地震 M8.0
2004年 10月 23日 新潟県中越地震 M6.8
2005年 3月 20日 福岡県西方沖地震 M7.0
2007年 3月 25日 能登半島地震 M6.9
2007年 7月 16日 新潟県中越沖地震 M6.8
2008年 5月 8日 平成20年茨城県沖地震 M7.0
2008年 6月 14日 岩手・宮城内陸地震 M7.2
2008年 7月 24日 岩手県沿岸北部地震 M7.2
2011年 3月 11日 東日本大震災 M9.0
2016年 4月 14日〜 平成28年熊本地震 M7.3
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災害への備え03

地震大国である日本において、数々の大規模地震が発生する中で、スーパーウォー
ルの家は、そのすぐれた耐震性能により、お住まいいただいているご家族の暮らし
を守り続けてきました。また、6面体で強い外力もしっかり受け止めるモノコック構造
や高い気密性能を持つことから、巨大竜巻や台風・豪雨など、風や雨の自然災害
にもその強さを発揮。記憶に新しい、東日本大震災の甚大な津波災害においても、
奇跡的に倒壊を免れた例があるなど、さまざまな災害に対する信頼の実績を持って
います。

スーパーウォールの家には
さまざまな災害における
信頼の実績があります。

ここ20年の間に、甚大な被害をもたらした地震災害は、10回以上を数えます。スーパー
ウォール工法の家は、これまでもこれからも大規模地震に負けることなく、ご家族の暮らし
の安心を守り続けていきます。

地震大国日本において
これからも暮らしの安心を守り続けます。

『理科年表』国立天文台、気象庁 被害地震情報を参考に作成

「16軒の集落で15軒が全壊・半壊す
る中で、ウチだけが少ない被害で済み
ました。国交省の方から、図面を見せて
欲しいと言われました」

「翌日には電気も復旧し、そのまま生
活が続けられました。周囲の建物が倒
壊する中、この程度の被害で済んでよ
かったです」

「スーパーウォールの家はすごいです
ね。家を建て替えるときも、ぜひ頼みた
いと思います」

調査エリア：震度6以上を記録した中越エリア
全・半壊：0棟
一部損壊：39棟（壁紙の割れ、エアコンの脱落など軽微な損傷）
被害なし：167棟

屋根の板金と野地、たるきが飛散
サッシのガラス破損（南面は割れたが、他は一部のみ）
外壁の損傷（飛来物の衝突による）

2004年 新潟県中越地震

集落が壊滅的な被害を受けた中で
全半壊を逃れたスーパーウォール住宅

2006年 北海道佐呂間町竜巻

建物の上を巨大竜巻が通過
周囲は倒壊する中で構造躯体は無事

2009年 中国・九州北部豪雨

記録的な大雨による災害の中で
被害を最小限に食い止めた
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兵庫県南部地震に対する入力倍率と実験回数 時間経過による1Fの層間変位

T100壁パネル（Jシリーズ）
※制震テープはオプションです。
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防災科学技術研究所での実物大振動実験結果より ※1Fの層間変位の時刻歴（兵庫県南部地震の揺れの大きさの1倍・2回目） 
※層間変位とは、地震の揺れによる壁の変位量
防災科学技術研究所での実物大振動実験結果より

高耐震の住まいとして、誕生以来、さまざまな地震から暮らしの安心を守り続けてきたスー
パーウォールの家。そのさらなる安心・安全のために、揺れを抑える機能を取り入れた制震仕
様パネルを開発。大きな地震、くり返す余震から、ご家族や大切な財産をしっかりと守ります。

制震でない住宅は、大きな地震に遭った後、揺れの回数が増えるご
とに建物の変形が大きくなります。それに比べて制震住宅は、何度
揺れが来ても変形が進みにくく、本震だけでなく、くり返しの揺れ、
余震にも強さを発揮します。

地震による建物の揺れ幅の比較では、制震でない住宅に比べ、制震
住宅の揺れ幅はおよそ1／2。制震でない住宅が約40mm変位して
筋かいが折れるのに対し、制震住宅は約 20mmの変位で壁紙が破
れる程度の被害という実験結果となりました。

制震装置を部分的に配置する制震住宅とは異なり、建物の構造パ
ネルに制震機能が加わることで、建物の一部に負荷がかかることな
く、家全体で揺れを抑え、大きな地震に対しても粘り強い住宅を実
現することができます。

地震の揺れを最小限に抑える
制震仕様パネルもご用意しています。

くり返しの地震に強い 建物の変形量を最大約1／2に低減 家がまるごと制震装置に

制震テープは、防災科学技術研究所、東京大学、清水
建設の共同研究により開発された、アイディールブ
レーン（株）の製品です。

制震テープは、高層ビル用の制震装置に
使用されているブチルゴム系素材を住宅
用に加工した粘弾性体のテープです。

制震テープ

制震テープ採用による建物の変形量の低減は、プラ
ンや地震の揺れによって異なります。


